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　アスリートにとって， 競技場面で良い結果を出すこ
とは大きな目的の 1つである （増淵・守谷・斎藤， 
2016）。競技場面でパフォーマンスを発揮するための
心理面の影響要因については， 数多くの研究がなされ
ており （e.g. 増淵他， 2016）， 近年では認知行動療法 




つに， 競技状態不安がある （高野・城， 2005）。競技状
態不安は，「競技前や競技中に経験される情動状態と
しての （認知および特性） 不安」と定義されており 
（Jarvis, 1999 工藤・平田訳 , 2006）， 認知的介入によっ
て制御することが可能である （佐々木， 2006）。







（Wells， 2009 熊野・今井・境監訳， 2012）。反芻は， 
メタ認知療法 （Metacognitive Therapy; MCT） において
認知注意症候群 （Cognitive Attentional Syndrome; CAS; 















な っ て い る  （Papageorgiou & Wells, 2003; 黒 田 , 
試合後の反芻が次の試合のパフォーマンス低下に与える
影響
梅津 千佳　早稲田大学　甲斐 圭太郎　久喜すずのき病院　谷沢 典子
富田 　望　南出 歩美　武井 友紀　熊野 宏昭　早稲田大学
Effect of rumination after a game on the performance of the next game
Chika UMEZU （Waseda University）, Keitaro KAI （Kuki Suzunoki Hospital）,
Noriko TANIZAWA, Nozomi TOMITA, Ayumi MINAMIDE, 
Yuki TAKEI, and Hiroaki KUMANO （Waseda University）
　One of the factors of dropping performance in a game is competitive state anxiety. Competitive state anxiety is an 
emotional condition experienced before or during a competition. Moreover, negative thinking after a game might lead to 
rumination that is considered a noxious thinking style in metacognitive therapy. However, there is insuffi cient research 
regarding the effects of negative thinking after a game on the performance of the next game. In this study, we examined 
the effects of rumination after a game on the competition state anxiety and performance before or during next game. The 
obtained results suggest that rumination and negative thoughts leading to rumination affect competition state anxiety and 
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2016）。競技場面においても， 不安やプレッシャーは
悪いものではない （上原， 2014） というように， 競技
場面における心配や反芻に対するポジティブなメタ認
知的信念の存在が示唆される。また， 反芻は競技場面























名 （男性 76 名， 女性 110 名， 平均年齢 21.03 歳， 
SD=3.27） を対象とした。対象者の回答した団体競技
名と競技毎の人数は， サッカー・野球各 37名， バス
ケットボール 19名， テニス・バレーボール各 17名， 
陸上競技12名， バドミントン8名， ソフトボール7名， 
水球・ハンドボール・フットサル各 5名， フィールド
ホッケー・ラクロス各 4名， ラグビー 3名， アーチェ
リー・アルティメット・水泳・創作ダンス・卓球・チ
アリーディング各 1名であった。団体競技は， スポー
ツ大図鑑 （Stubbs, 2007 岩井・大野・内田訳， 2014） 
を参考に選定を行った。
調査材料
　以下に示す （4） から （7） の教示文については， 原
文を元に臨床心理学を専攻する大学院生 2名， 大学生






教示文と項目は， 金築・伊藤・根建 （2008） を参考に， 







































（6） Negative Beliefs about Depression Rumination 























適合度の指標として， GFI （Goodness of Fit Index）， 
AGFI（Adjust GFI）， CFI（Comparative Fit Index）， 
RMSEA （Root Mean Square Error of Approximation）， 
AIC（Akaike's Information Criterion） を用いた。AICを
除いた 4つの指標はそれぞれ 0から 1の値をとる。値
が 1に近いほど， GFIは説明力のあるモデルであり， 
AGFIはデータへの当てはまりが良く， CFIはモデル
がデータにうまく適合していることが示され， .90以
上が目安となる （小塩， 2005）。RMSEAは .05以下で
当てはまりがよく， AICは値が低いほどモデルが相対






























を示した （r = .27, p< .01; r = .14, p< .05; r = .20, p< 
.01）。反芻は， 反芻に対するネガティブなメタ認知的
信念， 競技状態不安およびパフォーマンス低下との間
に有意な弱い正の相関を示し （r = .27, p< .01; r = .32, 
p< .01; r = .22, p<.01），特性不安との間にも有意な中




した （r = .29, p<.01; r = .35, p< .01; r = .48, p<.01）。
Table 1
各尺度間における Pearson の積率相関分析
Note．PBRS: Positive Beliefs about Rumination Scale; RRQ: Rumination-Reflection Questionnaire:　NBDRQ: 
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競技状態不安はパフォーマンス低下および特性不安と
の間に有意な弱い正の相関を示し （r = .38, p< .01; r = 
.30, p<.01）， パフォーマンス低下もまた， 特性不安と





出した結果， 概ね許容可能な値が得られた （GFI=.99, 




い正の影響をおよぼすことが示された （β = .27, p< 
.001; β = .27, p< .001）。また， 反芻に対するポジティ
ブなメタ認知的信念はパフォーマンス低下に有意なご





（β = .26, p< .01; β=.23, p< .001; β = .28, p< .001）。競
技状態不安はパフォーマンス低下に有意な弱い正の影






群は 90名， 低群は 96名であった。分析の結果， 特性
不安高群ではポジティブなメタ認知的信念はパフォー
マンス低下に有意な弱い正の影響をおよぼす一方 （β 
= .37, p< .001）， 特性不安低群では有意な影響は見ら




Figure 1　共分散構造分析の結果（***p＜ .001，**p＜ .01）。
GFI ＝ .99　AGFI ＝ .95　CFI ＝ .98　RMSEA＝ .05　AIC ＝ 28.58
Note．PBRS: Positive Beliefs about Rumination Scale; RRQ: Rumination-
Refl ection Questionnaire; NBDRQ: Negative Beliefs about Rumination 











も概ね一致する結果であった。 （Papageorgiou & 
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